
移動平均線と乖離幅（ドル/円月足チャート） 
青は30円の乖離幅、緑は20～25円の乖離幅 
めったにでない相場ですが、相場の転換として活用 
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相場が戻り（綾戻し）に入ったら・・・ 

 フィボナッチ数を覚えておく 

 38.2（1/3戻し）、50（半値戻し）、61.8（2/3戻し）が中心だが   

 、この下限23.6（1/4戻し）、上限76.4（3/4戻し）がある。 

 …相場の下落幅（高値と安値）にこの数値を掛けて割出す 

 全戻しをして、それまでの高値や安値を越えた場合には、相場の流れは
変わり易いので、同じトレンドでのポジションメークは止める・・・綾戻しか
ら新たなトレンドに入る可能性でてくる 
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豪ドル/円月足チャート 
長期は①を下回ったことで②が抵抗線で、③の豪ドル安トレンドライン。 
現在は一度上抜き④のトレンドライン、加えてボリンジャーバンドの上下限越えを確認 
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ダイバージェンスとRSI80越え 
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 ダイバージェンス 

 逆行現象と言われ、例えばドル高円安トレンドの時に過熱感を示すオ
シレーター系の指標（RSIなど）が相場に準じて上がらずに下がる現象
のこと。最低でも日足ベースで適用する。（時間足は使い難い） 

  

 ＲＳＩ 

 一定期間内において終値ベースで、上昇が強いのか、下降が強いの
かを計測するもの。通常は20～80で設定し、20下回れば売られ過ぎ、
80を越えれば買われ過ぎの目安とするもの。絶対的ではないので、直
ぐに結果がでるものではない。 



 
ＲＳＩの例とボリンジャーバンドから外れたケース 
（ドル円の月足＋ボリンジャーバンド＋移動平均線、及びRSI） 
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ダイバージェンスの例① 
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ダイバージェンスの例② 
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